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もち米たくさんできますように



今
、
熱
い
思
い
を
伝
え
る
と
き

守
ろ
う
私
た
ち
の
只
見
線

　

只
見
線
は
平
成
23
年
７
月
の

新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
で
４
つ

の
橋
梁
桁
が
流
出
し
、
そ
の
他

に
も
路
盤
流
出
や
盛
土
崩
壊
、

土
砂
流
入
な
ど
多
大
な
被
害
を

受
け
、
会
津
坂
下
駅
か
ら
小
出

駅
間
が
不
通
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
平
成
23
年
８
月
に

は
会
津
坂
下
駅
か
ら
会
津
宮
下

駅
間
、
大
白
川
駅
か
ら
小
出
駅

間
、
同
12
月
に
は
会
津
宮
下
駅

か
ら
会
津
川
口
駅
間
、そ
し
て
、

平
成
24
年
10
月
に
は
只
見
駅
か

ら
大
白
川
駅
間
が
そ
れ
ぞ
れ
運

転
を
再
開
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
会
津
川
口
駅
か
ら

只
見
駅
間
は
代
行
バ
ス
に
よ
る

運
行
と
な
っ
て
お
り
、
鉄
路
の

早
期
復
旧
に
つ
い
て
、
福
島
県

や
会
津
の
全
市
町
村
が
Ｊ
Ｒ
東

日
本
に
申
し
入
れ
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
い
ま
だ
復
旧

の
目
途
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
鉄
路
復
旧
へ
向
け

て
私
た
ち
住
民
が
で
き
る
こ
と

は
な
に
か
、
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

復
旧
進
ま
ぬ
只
見
線

か
つ
て
は
物
資
の
輸
送
に
使
用
さ

れ
た
只
見
線

そ
し
て
私
た
ち
の
足
と
な
り
体
の

一
部
と
な
っ
た
只
見
線

私
た
ち
が
ふ
る
さ
と
を
思
い
浮
か

べ
る
と
き
、
そ
の
風
景
に
は
只
見

線
が
あ
り
ま
す
。

豪
雨
災
害
で
破
壊
さ
れ
た
幾
つ
も

の
鉄
橋
、
雑
草
が
生
い
茂
り
さ
び

付
い
た
レ
ー
ル
。

そ
れ
は
私
た
ち
の
只
見
線
の
本
来

の
姿
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
只
見
線
を
取
り
戻
す
た

め
に
、
今
、
大
切
な
こ
と
は
な
に

か
―
―
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17人

49人

32人

　
17
人
減
少
　

代行バスへ乗り込む利用者

　

東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
は
ま

だ
、
鉄
路
復
旧
の
見
解
を
明
確

に
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
25

年
５
月
22
日
に
は
今
後
の
復
旧

を
含
む
安
全
対
策
費
用
を
約
85

億
円
、
そ
の
工
期
を
４
年
以
上

と
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ

か
、
災
害
前
の
会
津
川
口
駅
か

ら
只
見
駅
間
の
収
支
状
況
な
ど

を
勘
案
し
、
早
急
な
復
旧
を
進

め
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
復
旧
し
な
い
と
の

判
断
を
下
さ
な
い
の
は
、
沿
線

の
市
町
村
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

福
島
県
や
新
潟
県
、
そ
の
ほ
か

各
団
体
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が

只
見
線
の
鉄
路
復
旧
を
強
く
望

ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

　

そ
の
み
ん
な
の
思
い
を
行
動

に
移
し
、
代
行
バ
ス
の
利
用
状

況
を
災
害
前
の
状
況
に
近
づ
け

る
こ
と
が
鉄
路
復
旧
へ
の
第
一

歩
に
な
り
ま
す
。

　

一
度
寸
断
さ
れ
た
路
線
は
、

さ
ら
に
鉄
路
区
間
や
運
行
ダ
イ

ヤ
の
縮
小
を
繰
り
返
し
ま
す
。

そ
し
て
、
沿
線
の
町
村
全
体
に

影
響
し
、
そ
の
路
線
は
姿
を
消

す
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
鉄
道
が
無
く
な
る

と
そ
の
町
が
ど
う
な
る
か
。
全

国
的
な
過
去
の
事
例
を
見
て
み

る
と
、
そ
の
地
域
は
過
疎
や
疲

弊
が
急
激
に
進
む
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
金
山
町
も
例
外
で
は

無
く
今
よ
り
も
も
っ
と
加
速
度

的
に
過
疎
が
進
む
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

学
生
や
高
齢
者
の
方
な
ど
の

車
を
運
転
し
な
い
人
た
ち
に
と

っ
て
は
、
交
通
手
段
が
減
る
わ

け
で
す
。
鉄
道
フ
ァ
ン
や
観
光

客
の
集
客
に
も
大
き
く
影
響
す

る
で
し
ょ
う
。

　

地
図
上
か
ら
も
「
只
見
線
」

と
い
う
線
が
一
本
消
え
る
こ
と

に
な
り
、
道
路
と
町
村
名
だ
け

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

は
町
村
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に

も
つ
な
が
り
、
地
域
全
体
が
忘

れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
鉄
路
復
旧
は
金

山
町
に
と
っ
て
大
事
な
命
綱
で

あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
特
に
注
目
し
、

問
題
と
し
て
い
る
の
は
代
行
バ

ス
区
間
の
乗
車
人
数
で
す
。

　

平
成
22
年
度（
豪
雨
災
害
前
）

の
１
日
あ
た
り
の
代
行
バ
ス
区

間
の
乗
車
人
数
は
49
人
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
25
年
度
の
平

均
乗
車
人
数
は
32
人
の
た
め
、

以
前
に
比
べ
一
日
平
均
17
人
分

が
足
り
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
こ
の
人
数
を
満
た
す

こ
と
が
鉄
路
復
旧
へ
の
絶
対
条

件
と
な
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
鉄
路
復
旧
の

方
針
を
打
ち
出
す
の
は
今
年
の

９
月
で
す
。
つ
ま
り
、
９
月
ま

で
の
約
４
ヵ
月
間
の
う
ち
に
、

乗
車
人
数
の
条
件
を
ク
リ
ア
し

な
け
れ
ば
鉄
路
復
旧
の
道
は
閉

ざ
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
、
今
こ
そ
、
町
民
一

人
一
人
が
こ
の
代
行
バ
ス
利
用

や
只
見
線
に
つ
い
て
、
も
う
一

度
考
え
て
下
さ
い
。

　

一
人
の
行
動
が
只
見
線
の
復

旧
に
つ
な
が
っ
て
行
く
で
し
ょ

う
。

多
く
の
人
が
望
む

只
見
線
復
旧

忘
れ
去
ら
れ
る
地
域

問
題
は
乗
車
人
数

代行バス区間の乗車人数
（一日当たり）

災害前
（平成22年）

現　在
（平成25年）
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代行バス
５０００人乗車キャンペーン

金山町民限定特別企画 9月まで!

　町では、９月末までの間に、川口駅から只見駅間の代行バスに町民のみなさん
のべ５０００人に乗っていただく運動を実施します。
　期間中は、代行バスを利用された町民の方を対象に、抽選応募用紙と粗品を贈
呈します。（粗品贈呈は１回のみ。）
　応募された用紙は定期的に抽選を行い、当選者を決定し粗品を贈呈させていた
だきます。乗った分だけ当選する確率が上がる仕組みです。

※抽選応募用紙には、個人情報をご記入いただきますが、取り扱いには十分注意し本事業以外には使用いたしません。

お問い合わせ　只見線のりのり倶楽部　☎５４−５２０３（役場復興政策課内）

まずは代行バスに乗りましょう‼

“抽選応募用紙” と “粗品” を贈呈
します。

役場復興政策課または観光情報セン
ターに『代行バスに乗りました‼』
と伝えてください。

抽選応募用紙に必要事項を記入して
備えつけの箱に投函してください。

月１回抽選を行います。

区間等は問いません。
１回乗ったら一枚の抽
選応募用紙を贈呈しま
す。

乗ったことの申告は後日でもかまいません。

抽選応募用紙は乗った回数
だけ贈呈します。
粗品はかぼまるファイル等
を予定しています。

応募用紙を入れる箱は、役場復興
政策課または観光情報センターに
設置してあります。また、郵送で
も応募可能ですが、切手（５２円）
は自己負担となります。

商品は、妖精の里商品券を予定しています。
なお、当選者の発表は賞品の発送をもってかえ
させていただきます。
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ＪＲ只見線ツアー支援事業 只見線応援団の募集

只見線復旧復興募金活動

他市町村等での取組

役場内での取組

金山町内小・中学校や
保育所での取組

　町民の方で構成する５名以上の団体が、只
見線を活用したツアー企画を実施するときに
汽車賃の支援を行います。家族のみの構成は
支援できませんが、９月までの期間限定で汽
車賃以外の経費についても一部支援いたしま
す。
　ＪＲ東日本が企画する「金山町民号」につ
いても旅行代金の一部を助成します。今年は、
７月５日（土）に長野県小布施方面を予定して
いますので、みなさん是非ご参加ください。

　福島県では只見線応援団を募集しています。
　この団体は、只見線を愛し復旧復興を目指
す個人や法人等の団体で構成されるもので、
既設の「只見線復旧復興基金」に２,０００円
以上（法人は１０,０００円以上）の寄付をす
ることで個人会員になることができます。ま
た、寄付行為が伴わなくても賛同会員になる
ことも可能です。
　また、この寄付行為は税制の優遇措置の対
象となります。
　入会特典は、会員証・メールマガジン・只
見町・金山町内商店の割引制度・応援グッズ
が予定されています。

　観光情報センター（会津川口駅内）や道の
駅、役場や診療所等に只見線復旧応援のため
の募金箱が設置してあります。町民のみなさ
んや観光客のみなさまからの浄財を定期的に
福島県の只見線復旧復興基金に届けます。町
内の各施設に設置してある募金箱とイベント
の際の募金を併せて、現在までに３５,６５６
円を只見線復旧復興基金に届けました。引き
続き募金活動を継続してまいりますので今後
ともよろしくお願いします。

　只見町では東京で行う俳優による只見線ト
ークショーや、只見線車両ラッピング、只見
線ＰＲグッズの作成や只見線を利用した婚活
イベントなどを予定しています。
　只見線活性化対策協議会では只見線の早期
全線復旧を応援するため、只見線をより身近
に感じ、多くの方々に親しまれ乗ってもらえ
るようにマスコットキャラクターを募集して
います。
　奥会津五町村活性化協議会では様々なツア
ーを企画し、利用促進を行っています。その
ほか、新潟県や只見線沿線の各市町村でも公
式ホームページで只見線復旧復興募金のお知
らせや、只見線に関する情報を住民の方にお
知らせしています。

　役場職員も一丸となって、只見線の復旧を
目指して取り組んでいます。職員もそれぞれ
に乗車目標を定めて、通勤方法や会議等の開
催場所や時間等を工夫をして只見線代行バス
の利活用の促進に取り組んでいます。また、休
日等のプライベートでも家族と一緒に利用す
るなど可能な限り使っていきます。また、各課
ごとに週１回の「ノーマイカーデー」を定め、
只見線だけでなく、公共の交通機関全般を見
直し活用していく取り組みを行っています。

　町内の小学校では地元講師による只見線の
ミニ講演会を行っています。これは、只見線
を通して金山町の素晴らしさを感じ、町に誇
りを持ってもらうのが目的です。そのほか体
験学習の際に移動手段として只見線を利用す
る計画です。その乗車体験をもとに、只見線
に関するを絵を描き、只見線の車内や各駅な
どに掲示して只見線をＰＲしていきます。ま
た、ＰＴＡの研修旅行でも代行バス区間を利
用する予定です。
　中学校では、町外での練習試合に利用して
おり今後は遠足などでも利用する計画です。
　保育所では遠足の際に利用しており親子で
楽しい時間を過ごしました。

只見線復旧に関する問い合わせ　復興政策課　☎５４－５２０３
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　横田公民館事業のこぶし学級開講
式が５月９日に開催され、午前は教
育長の挨拶や横田駐在所の坂本巡査
長による交通事故防止となりすまし
詐欺にあわないための講話がありま
した。午後は岩渕憲二さん（山入二）
と岩渕さんの師匠である藤本三弦会
代表の藤本隆さん（柳津町）のお二人
による三味線が披露されました。津
軽三味線メドレーから始まり、津軽
じょんがら節など９曲が演奏され、
最後は参加者で斉太郎節など４曲を
謡いました。参加者からは「楽しか
った」との声が多く聞かれ大好評で
した。

生の三味線の音色
こぶし学級開講式

こぶし学級参加者 岩渕憲二さん（左）と藤本隆さん（右）

　子どもたちは、漁協の組合員からバケツにヒ
メマスの稚魚を受け取ると、「ヒメマスさん行
ってらっしゃい」と声をかけながら、次々に放
流していました。

ヒメマスさん行ってらっしゃい
小学生がヒメマスの稚魚を放流

　５月１４日に川口保育所で園児や小さいお子
さんたちが「劇団すぎのこ」による人形劇を鑑
賞しました。「わ
らしべ長者」が上
演され、園児達は
登場人物が寝る場
面では「おやすみ
なさい」と声をか
けたり、歌を唄う
場面では手拍子を
打つなど、人形劇
の世界に入り込
んでいました。

劇団すぎのこ　人形劇

人形劇に見入る子どもたち
人形劇の一場面

　５月９日沼沢湖で町内の２校の小学生がヒメ
マスの稚魚を放流しました。
　沼沢漁業協同組合の鈴木茂組合長（板下）から
ヒメマスについての説明を聞いた後、１月にふ
化し、３〜５㎝に成長した約１万匹の稚魚を放
流しました。
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　５月１７日に予定されていた金山小学校運動
会は雨で順延となり１８日に行われました。
　当日も朝のうちは少し肌寒い曇り空でしたが、
競技が進むにつれ、子どもたちの元気な姿に曇
り空も吹き飛びました。
　競技は個人種目や親子競技、地域の方も参加
し盛大に行われました。

曇り空を吹っ飛ばせ
金山小学校運動会

３世代玉入れ競技

　５月２４日から２５日の２日間にわたり友好
都市の羽生市と鴻巣市の方を対象とした「てま
え酒つくり体験ツアー」が行われました。
　今回は、横田太郎さん（横田）から酒米の「フ
クノハナ」についての話を聞いてから、田植え
体験を行いました。７名の参加者は素足で田に
入り、初めての泥の感触を楽しんでいました。
２日目は新緑のブナが立ち並ぶ癒しの森の散策
などを行いました。

米作りから始まる
てまえ酒つくり体験ツアー

素足で田植え体験

横田小学校

金山小学校

　横田小学校では、２０日に滝沢三郎さん（横
田）の田んぼで、栗城元一さん（上横田）を講
師に田植えを行いました。１年生は先生と一緒
に行いましたが、２〜６年生は慣れた手つきで
どんどんもち米の苗を植えていました。

町内小学校で田植え体験

　金山小学校では、２３日に大友千恵子さん
（板下）の田んぼで田植えが行われました。子ど
もたちは、鈴木茂さん（中川）の話を聞いてか
ら、もち米の苗をもらい田んぼに入りました。
１歩ずつゆっくりと足を進めながら熱心に田植
えを行っていました。
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　６月１日御神楽岳の山開きが行われました。
当日は、さわやかな青空に恵まれ、町内外から
約２００名が参加しました。
　役場駐車場に集合した参加者は、数台のバス
に分乗し御神楽岳に向かいました。最初に登山
の安全祈願を行ってから、御神酒や塩などを口
にしながら、思い思いのスピードで歩き出して
いました。
　下山後には、金山町の特産品が当たる抽選や
飲み物が用意され、参加者は当たりはずれに一
喜一憂していました。

　デスティネーションキャンペーンとは県や市
町村、ＪＲ等が協力し、全国の旅行会社等の協
力を得ながら、３ヶ月間、重点的かつ集中的に
全国で宣伝販売が展開される国内最大級の観光
キャンペーンです。
　今回は、平成２７年４月から行われる本番に
むけ、５月２２日から２３日にかけて、奥会津
のツアー企画として大勢の参加者が金山町を訪
れました。

晴天のもと　御神楽岳山開き

かねやまの魅力を全国へ
プレデスティネーションキャンペーン

登山者の様子

炭酸水の試飲

　５月２３日、若林豊次さん（川口）の畑で保
育所園児によるサツマイモの苗植えを行いまし
た。子どもたちは若林照枝さん（川口）から苗
の植え方を教えてもらい、１本ずつ丁寧に植え
ていきました。苗を寝せることから「苗さんを
ベッドに寝かせましょうね」「土のおふとんか
けてね」と声をかけながら行っていました。

　各旅行会社からの参加者は道の駅奥会津かね
やまのアザキ大根高遠ソバや赤カボチャソフト
を試食しました。
　その後は、大塩炭酸場で炭酸水の井戸の視察
や試飲を行い、地元住民からは手作りの料理が
出され、観光地としてのＰＲを行っていました。

苗さんのベッド作り
保育所でサツマイモ苗植え

苗のベッドを作ります

金山町の魅力を伝える長谷川町長
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　５月２６日生活体験で川口高校生がそば打ち体験を行いました。
栗城レイコさん（玉梨）と角田ノブ子さん（玉梨）を講師に迎え、慣
れない手つきでしたが、みんなで協力して最後にはおいしいそば
をほおばっていました。
　５月１５日には福島県立博物館の学芸員の佐々木長生さんを講
師に「地域の宝物紹介〜奥会津金山の自然とくらし〜」と題し、
奥会津の暮らしや風土などについて講演を聴きました。会場には、
たくさんの民具が並べられ、佐々木さんから使い方やその当時の
住民の暮らしなどについて説明を聞き、実際に手に取ったり、身
につけてみたりして当時の様子を思い浮かべていました。

　５月３１日に横田小学校校庭において横田小
学校・横田地域合同運動会が行われました。
　始めに、入場行進が行われ、児童の後に各地
区の選手達が続きました。
　競技に入ると紅白対抗や地区対抗に個人戦な
どがあり、内容も地元の特産品にちなんだもの
や縄よりといった多彩なものでした。
　小さな子どもから、お年寄りまで参加し地域
の絆をより一層深めていたようでした。

地元の魅力再発見　川口高校生が体験活動

初夏の太陽の下
横田小学校・横田地域合同運動会

奥会津風土体感プログラム

親はかぼまる　子は羽をつけた妖精です

かぼまるも参加

講師の手際の良さに感心する生徒 そば打ち講習会

開会式
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お
知
ら
せ
今月の納税

納め忘れに
ご注意くだ
さい

こ
れ
か
ら
の
予
定

納期限は

6月30日
です

◦
町

県

民

税　
　

１
期
・
全
期

★
6
月
★

▼
13
日（
金
）

◯
総
合
検
診

　

午
前
８
時
〜　

大
塩
体
育
館

▼
14
日（
土
）

◯
県
民
ス
ポ
ー
ツ
町
予
選

	
	

（
バ
レ
ー
）

　

午
後
７
時
〜　

町
民
体
育
館

▼
16
日（
月
）

◯
総
合
検
診

　

午
前
８
時
〜	

町
民
体
育
館

▼
17
日（
火
）

◯
総
合
検
診

　

午
前
８
時
〜	

町
民
体
育
館

▼
18
日（
水
）

◯
総
合
検
診

　

午
前
８
時
〜	

町
民
体
育
館

◯
免
許
更
新

　

午
前
９
時
〜	

御
神
楽
館

▼
19
日（
木
）

◯
総
合
検
診

　

午
前
８
時
〜	

町
民
体
育
館

★
7
月
★

▼
４
日
（
金
）

◯
ハ
イ
ハ
イ
ク
ラ
ブ

　

午
前
10
時	

横
田
公
民
館

▼
８
日
（
火
）

◯
４
ヵ
月
健
診

　

午
前
11
時
15
分
〜

	
	

坂
下
厚
生
病
院

労
働
保
険
の

年
度
更
新
等
の
お
知
ら
せ

経
営
所
得

安
定
対
策
の
申
請

ド
ラ
イ
バ
ー
総
参
加
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー	

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

平
成
26
年
度
の
労
働
保
険
の

年
度
更
新
の
申
告
期
限
は
７
月

10
日
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀

行
、
郵
便
局
、
労
働
基
準
監
督

署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
手

続
き
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
電

子
申
請
を
、
労
働
保
険
料
等
の

納
付
は
講
座
振
替
を
ご
利
用
下

さ
い

◎
問
い
合
わ
せ
…
福
島
労
働
局

☎
０
２
４
︲
５
３
６
︲
４
６
０
７

　

食
料
自
給
率
向
上
・
農
業
経

営
安
定
を
目
的
と
し
た
経
営
所

得
安
定
対
策
が
本
年
度
も
引
き

続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

水
田
に
１
反
１
畝
以
上
の
水

稲
の
作
付
け
の
あ
る
方
で
、
米

　

自
動
車
（
原
付
自
転
車
を
含

む
）
を
運
転
す
る
方
３
人
１
組

で
チ
ー
ム
を
作
り
７
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
６
ヵ
月
間
、

無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
無
事
故
・
無
違

反
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
に
は
、

福
島
県
交
通
対
策
協
議
会
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
抽
選
に
よ
り
旅
行
券
や
商
品

券
が
当
た
り
ま
す
。

　

今
年
か
ら
65
歳
以
上
の
方
が

２
名
以
上
の
チ
ー
ム
は
シ
ル
バ

ー
枠
と
し
一
般
抽
選
と
は
別
に

抽
選
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
選

の
確
率
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
交
通
対
策
協
議

会
で
も
独
自
に
抽
選
会
を
行
い

当
選
チ
ー
ム
に
は
賞
品
を
贈
り

ま
す
。
町
を
経
由
し
な
い
と
町

の
抽
選
に
漏
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
役
場
総
務
係

か
横
田
出
張
所
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

案
　
　
　
内

町
県
民
税
均
等
割
の
引
上

　

平
成
26
年
度
か
ら
10
年
間
、

町
県
民
税
均
等
割
額
が
千
円
引

き
上
げ
ら
れ
、
現
行
の
五
千
円

か
ら
六
千
円
に
な
り
ま
す
。

　

引
き
上
げ
ら
れ
た
千
円
（
町

民
税
五
百
円
、県
民
税
五
百
円
）

は
「
防
災
費
用
」
に
充
て
ら
れ

ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
税
務
係

	

☎
54
︲
５
１
２
１

の
販
売
を
さ
れ
て
い
る
方
・
水

稲
共
済
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

畑
作
物
や
転
作
作
物
等
で
販
売

実
績
の
あ
る
農
家
の
方
も
作
物

や
面
積
次
第
で
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明

な
点
が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
該
当
者
の
方
に
は
、

後
日
、
連
絡
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
振
興
係

	

☎
54
︲
５
３
２
１

Ｊ
Ａ
会
津
み
ど
り
金
山
総
合

支
店	

☎
54
︲
２
０
１
１

▼
申
込
期
限

　

６
月
27
日（
金
）ま
で

▼
申
込
方
法

　

役
場
総
務
係
及
び
横
田
出
張

所
に
あ
る
専
用
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
参
加
料

（
１
チ
ー
ム
千
五
百
円
）
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

	

☎
54
︲
５
２
２
２
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不
動
産
取
得
税
の
軽
減

　

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や

家
屋
を
取
得
し
た
と
き
に
一
度

だ
け
納
め
て
い
た
だ
く
県
の
税

金
で
す
。

　

住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
て

か
ら
３
年
以
内
に
住
宅
を
新
築

（
中
古
住
宅
の
場
合
は
、
１
年

以
内
に
取
得
）
し
た
場
合
や
、

住
宅
を
取
得
し
て
か
ら
１
年
以

内
に
そ
の
住
宅
用
の
土
地
を
取

ご
寄
付
に
感
謝

一
般
寄
付
金

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

⃝
神
奈
川
県
藤
沢
市
の

㈱
サ
ン
フ
ォ
ー
レ
よ
り
10
万
円

　

ご
寄
付
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

⃝

千
葉
県
作
倉
市
の

金
澤
豊
さ
ん
よ
り	

三
万
円

⃝
匿
名
希
望
の
方
２
名
か
ら

	

一
万
五
千
円

　

ご
寄
付
は
自
然
環
境
の
保
全

事
業
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　中川の福祉センターでは、温泉等改修工事が始ま
ります。
　工事期間中は温泉の利用ができなくなります。ま
た、集会などでの施設利用が一部できなくなります
ので、利用する場合は福祉センターへご確認くださ
い。
　皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、すでに利用申込みをされた方には、順次ご
連絡をいたしますのでご了承ください。

　◎問い合わせ…福祉センター　☎５５−３３３６

福祉センター「ゆうゆう館」
改修工事について

工事期間：6月〜9月（予定）

得
し
た
場
合
で
一
定
の
要
件
を

満
た
す
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
土

地
に
か
か
る
不
動
産
取
得
税
を

減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
災
害
や
公
共
収
用
時
な

ど
に
も
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
ご
本
人

の
申
請
に
よ
り
減
額
・
減
免

す
る
も
の
な
の
で
、
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
詳
し

い
要
件
及
び
必
要
書
類
に
つ

い
て
、
次
の
と
こ
ろ
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
福
島
県
会
津

地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
２
︲
29
︲
５
２
５
４

　

町
は
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
の
被
害
を
防
止
、
軽
減
す
る

た
め
に
防
護
柵
を
設
置
す
る
世

帯
に
対
し
て
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
額

　

設
置
費
用
の
２
分
の
１
（
限

度
額
１
台
あ
た
り
二
万
五
千
円
）

▼
交
付
申
請

　

１
世
帯
２
台
ま
で

※
既
に
電
気
柵
を
設
置
し
、
助

成
金
を
受
け
て
い
る
世
帯
で

も
新
た
に
今
年
度
設
置
さ
れ

る
場
合
は
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
補
助
金

を
受
け
て
設
置
し
た
電
気
柵

を
火
災
や
自
然
災
害
等
に
よ

り
喪
失
さ
れ
た
方
も
再
度
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
農
林
振
興
係

	

☎
54
︲
５
３
２
１

有
害
鳥
獣
防
護
柵
の

設
置
に
は
補
助
が
で
ま
す

金山町農業委員会
一般選挙

告示日　7月1日（火）
投票日　7月6日（日）

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
６

月
23
日
か
ら
６
月
29
日
ま
で
の

７
日
間
、
全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

と
し
て
、
い
じ
め
や
嫌
が
ら
せ
、

虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
の
抱

え
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
電

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

強
化
週
間
の
実
施

話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談

は
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
が
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以

外
の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。）に
お
い
て
も
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
下
さ
い
。

▼
期
間

　

６
月
23
日（
月
）か
ら

　

６
月
29
日（
日
）ま
で
の

	

７
日
間

▼
時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　

午
後
７
時
ま
で

　

た
だ
し
、
６
月
28
日（
土
）・

29
日（
日
）は
午
前
10
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で

☎
０
１
２
０
︲
０
０
７
︲
１
１
０

	

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

 

広
報
送
付
に
対
し
て

⃝

東
京
都
千
代
田
区
の

目
黒
ハ
ナ
子
さ
ん
よ
り
一
万
円

⃝
東
京
金
山
会
よ
り
10
万
円

　

ご
寄
付
は
広
報
紙
面
の
充
実

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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町内各地区の放射線量　
　町が独自に行っている、各地区の空間放射線量についてお知らせします。
※測定結果は気象条件等により変動しますので、数値は目安としてご覧ください。
測定地点：各地区集会所	 （単位：マイクロシーベルト／時間　地上１ｍの高さで測定）

自家消費用食品等の
放射性物質簡易測定の結果について

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値を表示
しています。
	 （測定年月日　平成２６年５月１日～平成２６年５月３１日）
	 ※「ＮＤ」は、１０ベクレル/ｋg未満です。（単位：ベクレル/ｋｇ）

　町では自家消費用の食品等について放射線測定を役場と
横田出張所で行っています。
　測定を希望される方は、保健福祉係か、横田出張所へ事
前予約が必要です。
　測定には１検体につき４０分以上かかります。
　なお、販売用食品の測定については農林振興係にお問い
合わせください。

	 ◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４－５１３５
	 （自家消費用食品について）
	 横田出張所　☎５６－４１１１
	 （自家消費用食品について）
	 農林振興係　☎５４－５３２１
	 （販売用食品について）

品　名 測定件数 未検出数 セシウム
（１３４＋１３７合計値）

地下水 ３ ３ ＮＤ
こごみ ２ １ ３３.７ 
原木 １ １ ＮＤ
焼却灰 １ ０ １,８８１ 
タケノコ １ １ ＮＤ

測定日
地区名 3月28日 4月28日 5月23日 測定日

地区名 3月28日 4月28日 5月23日 測定日
地区名 3月28日 4月28日 5月23日

川 口 0.064 0.070 0.064 上 田 0.050 0.062 0.066 横 田 0.092 0.088 0.080 
小栗山 0.070 0.074 0.072 水 沼 0.094 0.086 0.080 上横田 0.074 0.072 0.086 
八 町 0.074 0.070 0.088 上大牧 0.068 0.088 0.082 土 倉 0.054 0.058 0.058 
玉 梨 0.052 0.074 0.072 下大牧 0.064 0.072 0.076 西 部 0.076 0.074 0.070 
西 谷 0.072 0.076 0.076 高 倉 0.046 0.076 0.074 大 塩 0.052 0.078 0.088 
本 名 0.070 0.072 0.080 大栗山 0.046 0.062 0.064 滝 沢 0.068 0.074 0.073 
橋 立 0.060 0.072 0.066 福 沢 0.052 0.074 0.070 田 沢 0.058 0.076 0.066 
大 志 0.080 0.078 0.070 三 更 0.064 0.090 0.090 山入１ 0.080 0.074 0.076 
板 下 0.050 0.064 0.066 沼 沢 0.124 0.120 0.116 山入２ 0.066 0.074 0.080 
宮 崎 0.064 0.066 0.062 太郎布 0.060 0.056 0.080 越 川 0.064 0.076 0.080 

　町では定期的に町水道の放射
性物質モニタリング検査をして
います。

　５月２８日現在で町内水道水
から放射性セシウムは検出され
ていません。

【参考】
　国が定めた飲料水の基準値
　放射性セシウム
　１０ベクレル／１ｋｇ

　　◎問い合わせ…上下水道係
　　　　　　☎５４−５３１５

水道水の放射性物質
検査結果

　最近、近隣町村で熊の目撃情
報が多発しています。人的被害
もあり非常に危険です。
　山に入る際や早朝の農作業を
行う時は、鈴などの音のするも
のを持つなど
十分に注意し
て下さい。

�熊に注意�
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免許更新会場の変更について 農作業中の事故に注意しましょう

医療費詐欺に御注意

６月はシートベルト　　
　　　着用強化月間です

チャイルドシート・　　　
ジュニアシートの貸し出し

節電にご協力をお願いします

　開発センターの大規模改修に伴い

　ご協力をお願いします。

　　◎問い合わせ…総務係　☎５４−５２２２

　農作業の季節になりました。作業中は次の点
に注意しましょう。

◦農業機械の点検や整備はエンジンを停止した
状態で行いましょう。
◦作業機やトレーラーに人を乗せて運んではい
けません。
◦作業に適した服装で安全作業に努めましょう。
◦適度な休憩をとり、無理のない作業をしまし
ょう。

◎問い合わせ…農林振興係　☎５４−５３２１

　最近、福島県内で、医療費の還付を口実として
　◦預金番号を聞き出そうとする。
　◦預金残高を聞き出そうとする。
　◦ＡＴＭの操作を指示する。
などの怪しい電話が相次いでいます。
　不審な電話があった場合は、言われるがまま
に従ったり、自分だけで判断したりしてはいけ
ません。いったん電話を切り、警察に相談しま
しょう。

　金山町では、医療費の手続きでＡＴＭでの操
作をお願いすることはありません。
　　　　　　◎問い合わせ…保健福祉係
　　　　　　　　　　　　　☎５４−５１３５

あなたが狙われています。　　　　
　　医療費詐欺に御注意ください。

　シートベルトとチャイルドシート着用効果、
必要性を認識し、車に乗ったら必ず、全ての座
席でシートベルト、チャイルドシートを正しく
着用しましょう。

　　　　主唱：福島県・福島県交通対策協議会 　町ではチャイルドシート・ジュニアシートの
貸し出しを行っています。帰省するお孫さんに
も貸し出しができますので、ご利用下さい。

　　　　　　◎問い合わせ…保健福祉係
　　　　　　　　　　　　　☎５４−５１３５

　今年も夏の電力需要の増加に
伴う電力不足の影響が心配され
ています。
　役場でも職員の軽装・弱冷房・
一部消灯を実施しています。
　皆さまも節電にご協力をお願
いします。

復興祈念コンサート
明治大学マンドリン倶楽部ＯＢ

賛助主演：只見音楽研究会　　
　　　　　県立川口高校音楽班

▶日時　６月２９日（日）開場：正午
　　　　　　　　　　　　開演：午後１時
▶場所　御神楽館（本名）
　当日は滝沢方面、玉梨方面、沼沢方面よりそ
れぞれ送迎バスを配車いたしますので、みなさ
ん、ぜひ、ご来場ください。
　詳しい配車時間等については以前に配布した
チラシか後日の新聞折り込みをご覧下さい。

　◎問い合わせ…ＮＰＯ法人あそびのがっこう
　　　　　　　　☎５４−２００３

６月からの免許更新は　　　　　　
　　御神楽館（本名）で行います。

昨年のコンサートの様子
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みんなでＪＲ只見線の早期復旧を応援しよう!!
奥会津五町村活性化協議会 ＪＲ只見線復興応援プロジェクト事業

「只見線の旅」リニューアル
　昨年度発行しました「只見線の旅」を２０１４年版にリ
ニューアルして、発行しています。
　各駅ごとの見どころを紹介していますので、ぜひお手に
取りご覧下さい。
　なお、「只見線の旅」は奥会津の道の駅や、観光情報施
設等に置いてあります。

　　　　　　　　　　◎問い合わせ…奥会津振興センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎４８−５５２５

　奥会津五町村活性化協議会では、六次化を推
進する事業者を募集しています。
　この事業は、奥会津五町村に本拠をおく事業
者が、奥会津の農林水産資源を活用した商品の
開発や、既存商品の改良、販路開拓・拡大など
を行う場合に、その経費の一部を助成するもの
です。

⃝助成限度額　１００万円
⃝募集期限　　７月４日（金）
　詳しい内容が知りたい方は下記にお問い合わ
せください。

　　　　　◎問い合わせ…奥会津振興センター
　　　　　　　　　　　　☎４８−５５２５

平成26年度奥会津五町村六次化推進事業
奥会津五町村六次化推進事業助成金募集について

昨年の助成金で作られた「えごまコンニャク」
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図 書 室 だ よ り

金山町の人口（ 6月 1日現在）

世 帯 数　１,１１７世帯（＋　６）
人　　口　２,３３０人　（－　２）
　 男 　　１,１０７人　（－　２）
　 女 　　１,２２３人　（±　０）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

あ の 人 こ の 人
５月届出（敬称略）
こんにちは赤ちゃん

丹治明
あ

弥
や

音
ね
µ
父・丹治　克弥

¶
（川口）

母・　　真由美

若林　真
ま

帆
ほ
µ
父・若林　慎也

¶
（本名）

母・　　美映子
お二人で幸せに

♥
(
星　　　仁　志（　大　塩　）
鹿
かの

　目
め

　知
ち

賀
か

子
こ

（会津若松市）
霊よ安らかに

菅　家　ハルイ（９１歳）川　口
　家　ミサヲ（８６歳）板　下
渡　部　　　覺（９６歳）田　沢
星　　　晴　大（７７歳）上大牧
長谷川　卓　男（７７歳）本　名

※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

☆新書紹介
「プロメテウスの罠１」／朝日新聞特別報道部　著（学研パブリッシング）

　朝日新聞のルポルタージュ連載記事の書籍化。福島原発事故による放射能汚染は、なぜこれほど多くの被害
者を生んだのか。政府、官僚、東京電力、そして住民。それぞれに迫った、気鋭の取材記者たちの真実のリポート。

「人生はニャンとかなる！」／水野　敬也　著（文響社）
　68枚のカワイイ猫の写真とその写真にマッチしたキャッチコピー、さらに272個の偉人の逸話・格言で、人
生で大切な教えが学べる新しいタイプの本。

「工作図鑑」／木内　勝　著（福音館書店）
　手、はさみ、小刀、千枚通し、かなづち、のこぎり、きり、ペンチなど、さまざまな道具の使い方を覚えな
がら、伝承おもちゃから創作のものまで170種のおもちゃが、楽しく作れます。

一般書

◎問い合わせ…中央公民館　☎５４－５３３３

＊お一人様３冊まで２週間借りられます。（土曜日利用可）

☆図書館にある本のご紹介
がんばり屋さんのための、心の整理術／井上　裕之　著（サンクチュアリ出版）
旬がおいしい野菜辞典／　田中　由美　著（学研）
ひき肉の本／（NHK出版）

☆５月の公民館図書室利用状況
貸出冊数　８０冊（うち児童書　４４冊）

一般書

児童書

　町では生まれてくる赤ちゃんの先天性風しん症候群
を予防するため、風しんの抗体価検査、風しんの予防
接種の助成を行っています。
　抗体価検査を希望する場合は、役場保健福祉係で申
請してください。

▶実施期間　平成２６年４月１日〜
　　　　　　平成２７年３月３１日
▶対象者　　金山町に住所があり、次のいずれかに該

当する方
①１９歳から４９歳の妊娠を予定または
希望している女性とその配偶者
②妊娠している女性の配偶者
（婚姻関係は問いません）

▶実施場所　金山町国保診療所
▶受け方　　風しん抗体価検査を実施し、抗体価が十

分でない方に風しん予防接種を実施しま
す。

▶申請に必要なもの
抗体価検査結果表
予防接種済証の写し領収書の写し
保険証または免許証（本人確認できるもの）
請求者の通帳と印鑑

　　　◎問い合わせ…保健福祉係　☎５４−５１３５

風しん予防接種を助成します
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町
で
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、
産
業
や
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光
資
源

の
充
実
を
目
的
に
金
山
町
商
工
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内
に
あ
っ
た
金
山
町
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光
物
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協
会
を
役
場
内
に
場
所
を
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し
ま
し
た
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さ
ら
に
新
た
に
専
任
の
職
員

１
名
の
ほ
か
、
臨
時
職
員
も
配

置
し
、
観
光
物
産
販
売
の
拡
大

や
６
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事
業
の
推
進
を
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て
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ま
す
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そ
こ
で
今
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は
金
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町
観
光
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協
会
に
話
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聞
き
ま
し

た
。

観
光
物
産
協
会
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は
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大
、
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観
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行
っ
て
い
ま
す
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ほ
か
に
も
、
町
内
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
の
発
掘
や
町
内
で
行
う

イ
ベ
ン
ト
の
運
営
や
企
画
を
行

っ
て
い
ま
す
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と
き
に
は
、
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元
の
生
産
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の
方
や
、
商
工
会
、
役
場
の
方

達
と
、
友
好
都
市
や
大
都
市
圏
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の
物
産
販
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や
他
町
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が
集

ま
る
イ
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ト
な
ど
に
も
参
加

し
て
い
ま
す
」

　

と
職
員
の
菊
地
さ
ん
は
話
し

ま
す
。

奥
会
津
金
山
を
全
国
へ

「
最
近
、「
奥
会
津
金
山
」
は

徐
々
に
で
す
が
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

先
日
の
福
島
県
等
が
行
っ
た

旅
行
会
社
の
視
察
ツ
ア
ー
で
も
、

九
州
の
方
に
「
金
山
を
応
援
し

て
い
る
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
観
光
客
の
増
加
に
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な

げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
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今
後
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん

に
も
お
願
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す
る
こ
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が
あ
る

と
思
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す
の
で
、
そ
の
際
は

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」

と
菊
地
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

金
山
町
が
好
き

「
私
が
旅
行
会
社
で
働
い
て
い

た
と
き
、
宿
泊
施
設
の
セ
ー
ル

担
当
と
し
て
、
何
度
も
金
山
町

を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
び
に

金
山
町
の
風
景
や
住
民
の
方
の

優
し
さ
に
ふ
れ
、
ど
ん
ど
ん
金

山
町
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
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そ
ん
な
と
き
、
金
山
町
観
光

物
産
協
会
の
職
員
募
集
を
知
り

応
募
し
ま
し
た
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出
身
地
の
県
中
地
方
で
は
見

ら
れ
な
い
景
色
が
金
山
に
は
た

く
さ
ん
あ
り
、
色
々
な
風
景
を

毎
日
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

す
ば
ら
し
い
風
景
を
た
く
さ
ん

の
方
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
」

と
菊
地
さ
ん
自
身
の
抱
負
も
話

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お じ ゃ ま し ま

職員の菊地多香子さん

金山町　　　
観光物産協会

町
民
憲
章

一
自
然
を
愛
し
、
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
健
康
で
、
生
き
が
い
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
教
養
を
高
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化
の
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
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一
親
切
を
つ
く
し
、
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

一
決
ま
り
を
守
り
、
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
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